
1. 大 会 名 称 クィーンズカップ第１９回レディース大会　（実技研修大会）
2. 主 旨 女子サッカーの普及と発展を目指し、技術の向上に努めるとともに各女子クラブの交流を図る。
3. 主 催 墨田区サッカー協会
4. 主 管 墨田区サッカー協会 女子部
5. 後 援 墨田区教育委員会
6. 大 会 協 力 サッカーショップKAMO
7. 期 日 平成２５年 ５月１２日 （日）
8. 大 会 会 場 荒川少年サッカー場 Aコート・Bコート　　　※雨天中止
9. 参 加 資 格 (1) 墨田区サッカー協会女子部に登録している選手であること。　　※墨田区加盟チームのみ

(2) 18歳以上の女性（ただしフィールド８人の中に中高生２人までの出場を認める）。
(3) 各自スポーツ安全障害保険又はそれに類した保険に加入していること。

10. 参加チーム FC.MOMO
（１０チーム） Jyoshiage

墨人
たちばなレディース
二寺アデージョ
四吾アトレチコ
木下川レディース
コメールベベール （足立区）
葛飾区選抜 （葛飾区）
セニョーラ （台東区）

11. 開 会 式 ９時より大会本部前にて行いますので、時間までにご集合ください。
選手宣誓： 四吾アトレチコ

12. 集 合 時 間 役員・設営手伝い(各チーム２名以上)：８時 大会本部集合　　※墨田区加盟チームのみ
チーム代表者・審判打ち合わせ ： ８時４０分 大会本部前にて

13. 競 技 規 定 (1) 試合形式：① 参加１０チームを３ブロックに分け、予選ブロックを行う。
② 予選ブロックの結果、決勝トーナメントまたはフレンドリーマッチを行う。
③ 予選ブロックは勝ち点制とし、勝ち３、引き分け１、負け０を与える。

勝ち点が同じ場合、得失点差の多い順、総得点数の多い順、対戦の勝者、くじ引き
の順に従って決勝トーナメント進出を決定する。

④決勝トーナメント（準決勝、３位決定戦、決勝のみ）において勝敗が決定しない場合、
３人のＰＫ戦（４人目からはサドンデス）にて勝敗を決定する。

(2) 試合時間：１０分 － ３分 － １０分
(3) 試合人数：８人制　　※フィールド内、中高生の出場は２人まで
(4) 選手交代：選手の交代人数は自由とするが、交代時は事前に審判に通知する。(再出場可)
(5) 試 合 球：５号検定球を使用する。　　※試合球は各チーム持ち寄り
(6) その他の競技規定は、日本サッカー協会のサッカー競技規則に準じるものとする。
(7)キックオフ時間に遅れた場合は棄権とみなし、０－３の不戦敗とする。

このとき時間内で交流戦を行うことは出来る。
(8)注意事項：①掛け持ち出場は認めない。

② 競技規定については大会当日の事前に行う審判打ち合わせにおいて変更する場合
がありますのでご了承下さい。

14. 審 判 (1) 審判は各チーム２名帯同のこと。
(2) 主審・副審は対戦表にある順番で各チームが行う。
(3) 審判は次の試合に備えて、コートサイドで待機していること。
(4) 試合終了後、主審は担当試合結果を大会本部まで報告すること。
(5) 審判はレフリージャージの着用。（上着のみの着用でも可）

15. 表 彰 優勝チームに表彰状とカップ（持ち回り）、２位・３位・４位チームに表彰状を授与する。
また、MVP・優秀選手に記念品を授与する。

16. そ の 他 (1) アップやボールの使用は、AコートとBコートの間のスペース、もしくは、Ａコート横のスペース（トイレ側）
のみ。（ハーフタイム中のコート使用は当該２チームとし、次の試合のチームはグランド練習不可。）

(2)怪我等の障害の処置については当該チームの責任とする。
（サイクリング通路を渡る際は、自転車やランニングの方に十分に気を付けること。）

(3)ゴミは各自で持ち帰りのこと。
(4) 大会当日、中止の決定は午前７時とし、米山部長から各チーム代表者へ連絡をする。

会 　  長　　早川　恵三
女子部部長　米山　徳子
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平 成 25 年 5 月 1 日
墨 田 区 サ ッ カー協会


